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特派員の目 台　北

　

日
本
へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
風
に

乗
っ
て
、
台
湾
の
航
空
業
界
が
活
況

を
呈
し
て
い
る
。
就
航
路
線
は
東
京

や
大
阪
か
ら
地
方
都
市
に
も
広
が
る

が
、「
台
湾
か
ら
の
送
客
は
天
井
に
近
い
」
と
の
声
も
あ
る
。

気
鋭
の
「
ス
タ
ー
ラ
ッ
ク
ス
航
空
」
に
戦
略
を
聞
い
た
。

　

ス
タ
ー
ラ
ッ
ク
ス
は
2
0
2
0
年
に
日
本
に
初
就
航
。
東

南
ア
ジ
ア
や
北
米
に
も
飛
ば
す
中
、
11
路
線
（
25
年
3
月
時

点
）
で
平
均
搭
乗
率
89
％
の
日
本
線
が
稼
ぎ
頭
だ
。
張
国
煒

会
長
は
23
年
に
「
日
本
線
は
飛
ば
せ
ば
飛
ば
す
ほ
ど
も
う
か

る
」
と
発
言
。
24
年
の
最
終
（
当
期
）
利
益
は
前
年
比
8
・

9
倍
の
約
13
億
台
湾
㌦
（
約
57
億
円
）
だ
っ
た
。
日
本
線
を

急
拡
大
す
る
台
湾
の
格
安
航
空
会
社（
L
C
C
）の
タ
イ
ガ
ー

エ
ア
は
25
年
の
春
節
（
旧
正
月
）
に
平
均
12
・
8
カ
月
分
の

ボ
ー
ナ
ス
を
従
業
員
に
支
給
し
た
こ
と
が
話
題
に
な
っ
た
。

　

台
湾
の
日
本
旅
行
熱
が
、
こ
の
好
調
を
支
え
て
い
る
の
は

い
う
ま
で
も
な
い
。
24
年
の
訪
日
台
湾
人
客
は
約
6
0
4
万

人
。台
湾
人
の
4
人
に
1
人
が
訪
れ
た
計
算
だ
。ス
タ
ー
ラ
ッ

ク
ス
の
劉
允
富
（
り
ゅ
う
い
ん
ふ
）・
最
高
戦
略
責
任
者
は

「（
旅
行
客
は
）
主
要
な
観
光
地
だ
け
で
な
く
、
地
方
を
含
め

た
日
本
の
至
る
所
を
見
て
回
り
た
い
。
そ
の
た
め
に
移
動
時

間
を
短
縮
で
き
る
、
便
利
な
ダ
イ
ヤ
の
便
が
好
ま
れ
る
傾
向

が
強
ま
っ
て
い
る
」
と
話
す
。

　

日
本
の
知
事
ら
は
相
次
い
で
訪
台
し
、
路
線
誘
致
を
訴
え

る
。
ラ
ブ
コ
ー
ル
を
受
け
る
航
空
会
社
が
重
視
す
る
点
は
何

か
。
劉
氏
が
挙
げ
る
の
は
旅
客
需
要
に
加
え
て
、
空
港
の
受

け
入
れ
能
力
だ
。
新
型
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
給
油
な
ど
の
地
上

業
務
職
員
の
不
足
は
深
刻
で
、
飛
ば
し
た
く
て
も
断
念
せ
ざ

る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
例
え
ば
青
森
は
就
航
を
強
く

希
望
す
る
候
補
地
の
一
つ
だ
が
、
保
安
検
査
要
員
が
足
り
ず

実
現
し
て
い
な
い
と
い
う
。
少
子
化
が
進
む
自
治
体
単
独
で

の
解
決
は
難
し
く
、
国
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
そ
う
だ
。

　

活
況
の
先
を
見
す
え
た
動
き
も
あ
る
。
ス
タ
ー
ラ
ッ
ク
ス

は
日
本
線
の
利
用
が
円
安
の
弱
ま
り
な
ど
で
26
年
に
は
徐
々

に
調
整
に
入
る
と
見
て
、
現
在
1
割
に
と
ど
ま
る
日
本
人
客

の
増
加
を
目
指
す
。
機
内
食
や
客
室
乗
務
員
の
サ
ー
ビ
ス
を

通
じ
て
日
本
的
な
要
素
を
増
や
し
、「
我
が
家
に
帰
っ
た
よ

う
な
雰
囲
気
作
り
を
進
め
る
」（
劉
氏
）。

　

国
際
航
空
路
線
の
多
様
化
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
集
中

と
観
光
地
の
負
担
を
緩
和
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
旅
行
や
ビ

ジ
ネ
ス
を
通
じ
て
人
的
交
流
が
増
え
る
こ
と
で
、
日
台
関
係

が
さ
ら
に
強
固
な
も
の
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

林　哲平

活
況
の
日
本
線
　
台
湾
航
空
会
社
が
狙
う
次
の
一
手


